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一
筆
方
式
は
、令
和
３
年
産
で
廃
止
と
な
り
ま
す

　制
度
改
正
に
よ
り
農
作
物
共
済
が
当
然
加
入
制
か
ら
任
意
加
入
制
と
な
り
、
加
入
方
式
等
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
一
筆
方
式
は
令
和
3
年
産
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。
一
筆
方
式
廃
止
後
の
加
入
方
式
等
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　全
相
殺
方
式
等
の
農
業
者
単
位
で
被
害
を
判
定
す
る
方
式
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
ほ
場
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ

て
も
支
払
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
一
筆
全
損
特
例
・
一
筆
半
損
特
約
を
付
帯
す
る
こ
と
で
ほ

場
ご
と
の
被
害
に
対
応
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
が
選
択
す
る
こ
と
で
付
帯
さ
れ
ま
す
。

※
自
動
的
に
付
帯
さ
れ
ま
す
。

一
筆
全
損
特
例
・一
筆
半
損
特
約
に
つ
い
て

一
筆
全
損
特
例
（
一
筆
の
７
割
補
償
）　

　
実
測
調
査
は
行
わ
ず
、
現
地
調
査
に
よ
り
全
損
と

目
視
で
判
断
し
た
ほ
場
が
対
象
と
な
る
特
例
で
す
。

↓
７
割
部
分
を
補
償
（
１０
割
減
収
か
ら
、補
償

さ
れ
な
い
３
割
を
除
く
）

【
例
】
収
穫
皆
無
の
ほ
場
が
あ
る
場
合

一
筆
半
損
特
約
（
一
筆
の
２
割
補
償
）　

　
実
測
調
査
は
行
わ
ず
、
現
地
調
査
に
よ
り
半
損
以

上
と
目
視
で
判
断
し
た
ほ
場
が
対
象
と
な
る
特
約
で
す
。

↓
２
割
部
分
を
補
償
（
５
割
減
収
か
ら
、補
償

さ
れ
な
い
３
割
を
除
く
）

【
例
】
ほ
場
ご
と
の
収
量
が
半
作
以
下
に
な
っ
た
場
合

一
筆
全
損
特
例
・
一
筆
半
損
特
約
は
、
農
業

者
か
ら
の
被
害
申
告
が
必
要
で
す
。

水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
書
は

提
出
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
近
年
、
各
地
で
想
定
以
上
の
自
然
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
災
害

に
備
え
る
事
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
書
は
、

水
稲
生
産
実
施
計
画
書
と
経
営
所
得
安
定
対
策
の

交
付
金
に
係
る
営
農
計
画
書
を
兼
ね
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

各方式の補償内容
加 入 方 式

方 式 名 補償単位

農業者

補償割合

９・８・７割

補 償 内 容

全相殺方式

おおむね全量をＪＡ等に出荷している
農業者を対象とし、過去５年間のデー
タを基に引受。収穫量の合計が一定
割合を超えて減少した場合に対象と
なります。

９・８・７割品質方式

おおむね全量をＪＡ等に出荷している農
業者を対象とし、過去５年間のデータを
基に引受。収穫量が減少し、品質低下を
伴う生産金額の合計が一定割合を超え
て減少した場合に対象となります。

９・８・７割地域インデックス
方式

統計の平年収量を基に引受。各市町
等の統計データによる収穫量が一定
割合を超えて減少した場合に対象と
なります。

８・７・６割半相殺方式
全ほ場の平年収量を基に引受。被害
ほ場の減収量の合計が一定割合を超
えて減少した場合に対象となります。

※それぞれ３つの補償割合から選択できますが、万が一の災害に備え最高補償割合を
　お勧めします。

※異常災害等の場合、支払時期は遅くなります。
※青色申告等で評価した法人等の支払時期は、法人の事業年度によって異なりますので
　ご注意ください。

各方式の評価方法および共済金支払時期

方 式 名 評価方法 支払い時期

全相殺方式

・JA等出荷データ
・現地評価（共済事故確認調査）

生産年の
翌年１月下旬

加入方式により、共済金支払時期等が異なります。

・青色申告書等
・現地評価（共済事故確認調査）

生産年の
翌年４月下旬

・JA等出荷データ
・現地評価（共済事故確認調査）

生産年の
翌年１月下旬

・青色申告書等
・現地評価（共済事故確認調査）

生産年の
翌年４月下旬

・各市町等の統計データ
・現地評価（共済事故確認調査）

生産年の
翌年３月下旬

・現地調査（実測等） １２月下旬

品質方式

地域インデックス方式

半相殺方式

補償されない
減収量
30％

耕地の収穫量
50％
(半作)

一筆半損
共済減収量
20％

耕地

基準
収穫量

減収量

補償されない
減収量
30％

一筆全損
共済減収量
70％

耕地

基準
収穫量 減収量

※令和４年産からの加入方式 水稲
共済

0203



表
補償の下限７割を選択した新規加入の
場合の保険料等

　
基
準
収
入
金
額
に
補
償
限
度
割
合
を
掛
け
た
額
が
補

償
限
度
額
と
な
り
ま
す
。
青
色
申
告
実
績
が
４
年
以
上

あ
る
場
合
、
保
険
方
式
は
８０
％
、
積
立
方
式
は
１０
％
を

上
限
に
選
択
で
き
ま
す
。

※

保
険
期
間
の
収
入
が
補
償
限
度
額
を
下
回
っ
た
場
合
、
下
回
っ
た

額
に
支
払
率
を
掛
け
た
額
が
補
て
ん
さ
れ
、
支
払
率
の
上
限
は

９０
％
と
な
り
ま
す
。

※

補
償
の
下
限
は
、７０
％
の
ほ
か
に
も
６０
％
、５０
％
が
選
択
で
き
ま
す
。

収
入
保
険
の
し
く
み

〜
基
本
の
場
合
〜 （
図
①
参
照
）

　
基
本
の
保
険
方
式
で
は
、
選
択
し
た
補
償
限
度
を
下

回
る
と
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
る
場
合
ま
で
補
償
さ
れ
ま
す

が
、
令
和
２
年
の
加
入
か
ら
、
補
償
の
下
限
を
設
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
補
償
の
下
限
以
下
の
収
入
減
少

を
支
払
対
象
外
に
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
や
事
務
費
を

安
く
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
図
②
で
は
、
補
償
の
下

限
割
合
を
７０
％
に
設
定
し
た
場
合
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
基
準
収
入
が
１
０
０
０
万
円
の
農
業
者
が

収
入
保
険
に
加
入
し
た
場
合…

　
図
①
の
ケ
ー
ス
で
は
、
保
険
期
間
の
農
業
収
入
が

９
０
０
万
円
を
下
回
っ
た
場
合
、
補
償
限
度
額
全
額
を
補

償
し
ま
す
。

　
図
②
の
ケ
ー
ス
で
は
、
補
償
の
下
限
７
割
を
選
択
し
、

保
険
期
間
の
農
業
収
入
が
９
０
０
万
円
を
下
回
っ
た
場

合
、
収
入
７
０
０
万
円
ま
で
を
補
償
し
ま
す
。
補
償
の

下
限
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
図
②
の
と
お
り
収
入
減
少

の
う
ち
補
て
ん
さ
れ
な
い
部
分
は
増
加
し
ま
す
が
、
保

険
料
や
事
務
費
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図

①
②
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
や
積
立
金
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

保
険
方
式
の
補
償
に

下
限
を
設
定
す
る
場
合（
図
②
参
照
）

過去５年間の平均収入
5中5を基本

保険方式で
補てん

保険期間の
販売収入

基準収入

100％

積立方式で
補てん

自己責任部分

収
入
減
少

支払率（90％を上限として選択）
図①

90％

80％

過去５年間の平均収入
5中5を基本

保険方式で
補てん

保険期間の
販売収入

基準収入

100％

積立方式で
補てん

自己責任部分

収
入
減
少

支払率（90％を上限として選択）
図②

90％

80％

70％
（補償の下限）

補償対象外

収入保険

保
険
料
の
安
い
タ
イ
プ
が
で
き
ま
し
た

　
令
和
２
年
１
月
以
降
に
保
険
期
間
が
開
始
す
る
収
入
保
険
か
ら
、
加
入
者
の
負
担
額
を
減
ら

せ
る
新
た
な
加
入
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

下限設定
（70%）

基本
タイプ

保険料
（掛捨て）

事務費

4.4万円

1.9万円

22.5万円積立金
（掛捨てでない）

7.8万円

2.2万円

22.5万円

肥
料
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
イ
ガ
モ
を
圃

場
に
放
つ
「
ア
イ
ガ
モ
農
法
」
で
有
機
栽

培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
契
約
栽
培
を
し
て
い
て
、

主
に
カ
ッ
ト
野
菜
の
工
場
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

Ｑ 

収
入
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

　
平
成
３０
年
産
は
、
台
風
の
影
響
で
過
去

最
低
の
収
穫
量
と
な
り
、
売
上
げ
が
約

１
割
落
ち
ま
し
た
。

Ｑ 

今
後
の
営
農
で
不
安
な
こ
と
は
？

　
近
年
の
自
然
災
害
を
見
て
い
る
と
、
い

つ
被
害
に
あ
う
か
不
安
で
す
。
備
え
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
栽
培
面
積
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
面
積

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
く
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
で

ス
ケ
ー
ル
デ
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
な
っ
て
い

く
の
で
、
有
効
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

Ｑ 

収
入
保
険
を
選
ん
だ
理
由
、
魅

力
を
感
じ
る
部
分
は
？

　
想
定
外
の
自
然
災
害
や
今
後
の
農
業
情

勢
を
考
え
、
経
営
面
の
リ
ス
ク
を
幅
広
く

補
償
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。
今
ま
で
十
分
な
補
償
が
な
か
っ

た
野
菜
が
補
償
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
も

い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
社
員
の
生
活
を
守

る
た
め
に
安
定
し
た
収
入
が
必
要
で
す

し
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
も
分
か
り
や

す
く
簡
単
な
の
も
い
い
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
熱
心
な
推
進
に
も

心
打
た
れ
ま
し
た
。

彦
根
市
薩
摩
町

有
限
会
社
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役
社
長

福
原
　
悠
平
さ
ん（
36
歳
）

【
経
営
規
模
】
米
１
９
０
㌶
、
麦
22
㌶
、

キ
ャ
ベ
ツ
15
㌶　
ほ
か

収入保険

加
入
者
の
声
を
聞
き
ま
し
た

　
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、
市
場
価
格
の
低
下
な
ど
も
含
め
た
農

業
収
入
の
減
少
を
総
合
的
に
補
て
ん
す
る
制
度
で
す
。

　
今
回
、
加
入
者
の
有
限
会
社
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム
　
代
表
取
締
役
社
長
　
福
原
悠
平
さ
ん
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ 

経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
１
９
９
４
年
に
法
人
設
立
し
、
役
員
２

人
、
正
社
員
１３
人
で
水
稲
を
中
心
に
麦
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
で
は
、
３
割
程
度
の
圃
場
で
「
滋

賀
県
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
」
認
証
を
取

得
し
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
圃
場
で
は
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
、
農
薬
・
化
学

農業保険の普及推進に関する協定を締結しました
　令和2年2月21日、ライズヴィル都賀山（守山市）において第43回滋賀県稲作経営
者会議総会が開催され、滋賀県稲作経営者会議（中井榮夫会長）と当組合（山下英利
組合長理事）が農業保険の普及推進に関する協定を締結しました。
　今回の協定により、農業保険に係る普及推進に連携して取組み、会員の生産性の向
上や安定的な経営を実現するとともに、地域農業の発展に寄与することを目的として
います。
　なお、令和元年12月2日には、滋賀県指導農業士会ならびに滋賀県主食集荷商業
協同組合と協定を締結しています。

中井榮夫会長（左）と山下英利組合長理事（右）
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令
和
元
年
に
、掛
金
負
担
の
軽
減
を
重
点
と
し
た
園
芸
施
設
共
済
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
掛
金
等
の
割
引
措
置
を
活
用
し
て
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

園芸施設
共済

掛
金
等
の
割
引
措
置
に
よ
り
、加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

① 

小
損
害
不
て
ん
補
基
準
金
額
の
選
択
に
よ
る

割
引

　
小
損
害
不
て
ん
補
の
基
準
金
額
を
３
万
円
ま
た
は
共

済
価
額
の
５
％
の
ほ
か
、
１０
万
円
・
２０
万
円
・
５０
万
円
・

100
万
円
か
ら
選
択
で
き
、
１０
万
円
以
上
を
選
択
し
た
場

合
、掛
金
を
割
引
き
ま
す
。（
棟
ご
と
に
選
択
で
き
ま
す
。）

※

選
択
し
た
小
損
害
不
て
ん
補
基
準
金
額
を
超
え
た
場
合
、
共
済
金

を
支
払
い
ま
す
。

② 

集
団
加
入
に
よ
る
割
引

　
生
産
部
会
等
の
団
体
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
協
定
を
結
び
、

団
体
構
成
員
の
園
芸
施
設
共
済
加
入
割
合
が
一
斉
加
入

受
付
前
よ
り
増
加
す
る
と
と
も
に
、
加
入
割
合
が
８
割

を
超
え
た
場
合
、
掛
金
を
５
％
割
引
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
人
数
に
応
じ
て
、
賦
課
金
を
最
大
２０
％

割
引
き
ま
す
。（
農
業
者
ご
と
に
割
引
き
ま
す
。）

③ 
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
割
引

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
う
ち
、
骨
格
の
主
要
部
分
が
３１
．

８
㎜
以
上
の
径
の
パ
イ
プ
で
作
ら
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
の
掛

金
を
１５
％
割
引
き
ま
す
。

④ 

古
く
な
っ
た
ハ
ウ
ス
を
補
償
か
ら
除
外
し
、

掛
金
等
の
負
担
を
軽
減

　
園
芸
施
設
共
済
は
原
則
、
所
有
す
る
全
て
の
ハ
ウ
ス

を
一
括
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
耐
用
年
数
の

２
．５
倍
を
経
過
し
た
ハ
ウ
ス
は
一
括
加
入
の
対
象
か
ら

除
外
で
き
ま
す
。（
棟
ご
と
に
除
外
で
き
ま
す
。）

※

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
２５
年
超
・
鉄
骨
ハ
ウ
ス
は
３５
年
超

1
掛
金
の
半
分
は
国
が
負
担

2
台
風
や
洪
水
、
大
雪
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、

火
災
、
車
両
の
衝
突
な
ど
幅
広
い
事
故
を
補
償

3
耐
用
年
数
を
超
え
た
施
設
も
、
評
価
額
の
最
大

４０
％
ま
で
補
償
（
復
旧
費
用
特
約
を
付
加
す
れ
ば

最
大
６０
％
ま
で
補
償
）

4
農
業
者
の
選
択
に
よ
り
、
附
帯
施
設
、
施
設
内
農

作
物
、
撤
去
費
用
や
復
旧
費
用
も
補
償

5
補
償
対
象
を
限
定
し
た
掛
金
の
割
引
メ
ニ
ュ
ー
も

用
意

掛金のイメージ図
標準的なプラスチックハウスⅡ類の場合

3万円
or5% 10万円

約
50%
OFF

20万円

約
70%
OFF

50万円

約
90%
OFF

100万円

約
95%
OFF農

家
負
担
掛
金

選択した小損害不てん補基準金額

園
芸
施
設
共
済
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

掛
金
等
の
割
引
措
置
に
つ
い
て

園
芸
施
設
共
済
は
収
入
保
険
と
セ
ッ
ト

で
加
入
で
き
ま
す
！

　
ハ
ウ
ス
の
被
害
を
補
て
ん
す
る
園
芸
施
設
共
済

と
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険
は
、
セ
ッ

ト
で
加
入
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
厚
い

補
償
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※

園
芸
施
設
共
済
の
施
設
内
農
作
物
に
つ
い
て
は
、
収
入
保

険
と
は
同
時
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

家
畜
診
療
所
　
西
部
診
療
グ
ル
ー
プ

℡  

０
７
４
０-

２
２-

２
２
１
５

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

０
１
２
０-

１
６
２-

２
１
５

診
療
所
だ
よ
り

シ
キ
リ
ョ
ウ

敷
料
の
重
要
性上田

み
さ
と  

獣
医
師

家
畜
診
療
所  

西
部
診
療
グ
ル
ー
プ

　
皆
さ
ん
は
、
牛
が
ど
の
よ
う
な
ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
て

い
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
家
畜
の
ベ
ッ
ド
の
素
材
を
敷
料
と
い
い
ま
す
。
敷
料

は
、
家
畜
の
健
康
管
理・疾
病
予
防
に
大
切
で
す
。「
冷

え
は
万
病
の
も
と
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
ま
す
が
、
牛
も

人
間
と
同
じ
で
す
。

　
子
牛
の
免
疫
機
構
と
し
て
中
心
的
働
き
を
担
う
の

が
、
腸
管
で
す
。
病
原
体
な
ど
体
外
の
異
物
と
戦
う

免
疫
が
主
に
作
ら
れ
ま
す
。
人
間
も
牛
も
、
身
体
を

冷
や
す
と
免
疫
力
が
下
が
っ
て
風
邪
を
引
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
特
に
、
子
牛
は
免
疫
機
構
が
未
熟
で
す
。

濡
れ
た
敷
料
で
子
牛
の
お
腹
が
冷
や
さ
れ
る
と
、
免

疫
力
が
落
ち
、
風
邪
を
ひ
い
た
り
下
痢
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
て
の
農
家
さ
ん
が
、
無
料
で
手
軽
に

敷
料
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
牛
床
の
掃
除
・
敷
料
の
交
換
も
、
手
間
と
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
私
が
講
習
会
で
聞
い
た
、「
牛
の

特
性
を
生
か
し
た
敷
料
の
節
約
・
交
換
術
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
猫
に
箱
の
中
へ
入
る
習
性
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
の

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
牛
に
も
箱
の
中
に
入

る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
子
牛
は
身
を
守
る
よ

う
に
箱
の
中
に
入
る
こ
と
で
安
心
す
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
換
し
た
ば
か
り
の
フ
カ
フ
カ
の
ベ
ッ
ド
は
、

子
牛
だ
け
で
な
く
成
牛
に
と
っ
て
も
心
地
よ
く
、
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
姿
は
、
よ
く
見
ら
れ

る
光
景
で
す
。

　
こ
の
牛
の
大
好
き
な
「
箱
」
と
「
フ
カ
フ
カ
の
敷
料
」

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
敷
料
の
節
約
と
交
換
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
子
牛
の
ハ
ッ
チ

や
群
飼
育
の
枠
内
に
箱
を
置
き
、
そ
の
部
分
だ
け
特

に
敷
料
を
増
や
し
、
そ
の
他
の
ス
ペ
ー
ス
は
牛
達
が

滑
っ
て
怪
我
を
し
な
い
程
度
に
敷
料
を
撒
い
て
お
く
こ

と
で
敷
料
の
節
約
が
で
き
、
か
つ
子
牛
が
腰
を
下
ろ
し

て
休
む
時
に
お
腹
を
冷
や
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
子
牛
は
居
心
地
が
良
い
た
め
、
こ
の
「
箱
ベッ
ド
」

か
ら
あ
ま
り
動
か
な
い
の
で
、
糞
尿
で
汚
れ
や
す
く
な

る
こ
の
箱
の
敷
料
の
み
を
頻
繁
に
交
換
す
れ
ば
、
コ
ス

ト
も
掃
除
の
手
間
も
省
け
ま
す
。

　
箱
は
、
セ
メ
ン
ト
ミ
キ
サ
ー
用
バ
ッ
ト
な
ど
が
、
大

き
さ
も
軽
さ
も
扱
う
の
に
ち
ょ
う
ど
良
く
、
敷
料
の
交

換
も
楽
で
す
。
ち
な
み
に
、
バ
ッ
ト
は
１
０
０
０
円
く

ら
い
で
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
買
え
ま
す
。

　
主
要
な
敷
料
の
特
徴
で
す
が
、
オ
ガ
ク
ズ
は
吸
水

力
が
高
い
も
の
の
、
ク
ズ
片
が
と
が
っ
て
お
り
、
舞
い

や
す
く
吸
い
込
ん
だ
時
に
気
道
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
の
で
、
こ
ま

め
な
交
換
が
大
切
で
す
。

　
次
に
、
モ
ミ
ガ
ラ
で
す
が
、
舞
い
に
く
く
吸
い
込
む

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
子
牛
が
食
べ
て
胃
に
詰
ま
る

こ
と
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吸
水
性
は
あ
ま
り

よ
く
な
い
の
で
量
を
多
く
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
分
液
体
は
底
に
落
ち
て
表
面
部
分
は
乾
く
の
で
、

牛
の
お
腹
を
冷
や
し
に
く
い
で
す
。

　
な
お
、
砂
や
も
ど
し
堆
肥
は
、
細
菌
が
増
殖
し
に

く
く
吸
水
性
も
比
較
的
高
い
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
敷
料
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
長
所
・
短
所
が
あ
る
の
で
、
特
徴
を
う
ま
く
使

い
、
飼
養
管
理
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

　家
畜
の
導
入
や
出
生
が
発
生
し
た
時
は
、速
や
か
に

組
合
ま
で
異
動
通
知
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「近江のもち麦」と「もちむぎ茶」

ホタル印が目印の「モリヤマメロン」。贈答用としても人気広 と々した店内には、地元産の農産物がたくさん並ぶ

マスコットキャラクター「おうみん」の家をコンセプトにしたネーミング

お
う
み
ん
ち

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

ファーマーズ・マーケット  おうみんち

守
山
市

洲
本
町

〒524-0103 滋賀県守山市洲本町2785 TEL.077-585-8318

が
や
み
つ
き
に
な

り
ま
す
。ま
た
、
不

足
し
が
ち
な
食
物

繊
維
を
摂
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
守
山
市
の
特

産
品
「
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
」
が
大
人
気
。販
売
日

に
は
、
早
朝
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
毎
年
盛

況
で
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
手
料
理
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
日
々
の
お
か
ず
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り
で
毎
日
約
80

品
が
並
び
ま
す
。

　
近
く
に
は
、県

営
都
市
公
園「
び

わ
こ
地
球
市
民

の
森
」が
あ
る
の

で
、
一
日
の
ん

び
り
過
ご
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
守
山
市
洲
本
町
の
県
道
26
号
線
（
浜
街
道
）

沿
い
に
、
大
き
な
メ
ロ
ン
の
看
板
が
目
印
の

「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
う
み
ん
ち
」

が
あ
り
ま
す
。地
元
産
の
農
作
物
を
購
入
で
き

る
直
売
所
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、周
り
に
は
農
業
体
験
が
で
き
る
畑
も
あ
る

の
で「
食
べ
て
、
買
え
て
、
体
験
で
き
る
」食
育

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
直
売
所
は
県
下
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、
年

間
２
０
０
種
類
以
上
の
農
産
物
が
揃
い
ま
す
。

中
で
も
、
守
山
市
と
野
洲
市
の
農
家
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
作
っ
た
、
も
ち
性
大
麦
「
ダ
イ
シ
モ

チ
」
を
使
用
し
た

「
近
江
の
も
ち
麦
」

は
、リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
い
人
気
商
品
。お

米
と
一
緒
に
炊
い

た
り
、
ゆ
で
た
り

蒸
し
た
も
の
を
料

理
に
混
ぜ
る
だ
け

で
、プ
チ
プ
チ
も
ち

も
ち
と
し
た
食
感

地域の
スポット紹介

詳しくはHPをご覧ください

【営業時間】
●直売所
　9：00～18：00（4～9月）
　9：00～17：00（10～3月）
●バイキングレストラン
　バイキング 11：00～15：00（受付は13：40まで）
　ジェラート   9：00～18：00（4～9月）
   9：00～17：00（10～3月）

【休業日】●直売所
　第2水曜日（1月・5～8月除く）・年末年始
●バイキングレストラン
　毎週水曜日・年末年始

【駐車場】144台

検索ファーマーズ・マーケット　おうみんち

「おうみん」のイラ
ストがかわいい、
モリヤマメロンの
ジュース

メロン
街
道

至草津

びわこ地球
市民の森

ファーマーズ・マーケット
おうみんち

ファーマーズ・マーケット
おうみんち

48

26 11

477

477

洲本町東

野洲川

至近江八幡

323

浜
街
道

野
菜
の
有
機
栽
培

土
作
り
に
重
点

愛
荘
町
長
野

冨
永
　篤
史
さ
ん（
３８
）

緑肥栽培中の圃場

花を食べる「花オクラ」。提携するレストランに出荷している

転換畑のセスバニアとクロタラリア。「２カ月で２メートル以上成長した」と冨永さん

農業共済新聞
この記事は農業共済新聞に掲載されています。

農業共済新聞の２ヶ月間無料お試しキャン
ペーンを実施中です。
キャンペーンに申し込まれた方には、粗品
を進呈中。

お問い合わせ

滋賀県農業共済組合　企画グループ
TEL　07 7-524-5678  
フリーダイヤル　0120-519-031

毎週水曜日（月４回）発行

年間5,520円（税・送料込）購読料

　「
良
い
土
作
り
が
、
丈
夫
で
味
の
良
い
野
菜
作

り
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
愛
荘
町
の
冨
永
篤
史
さ

ん（
38
）は
、
就
農
し
て
３
年
目
。
水
稲
１
４
３

ア
ー
ル
を
中
心
に
、
78
．７
ア
ー
ル
で
野
菜
の
有

機
農
業
に
取
り
組
む
。
少
量
多
品
目
で
リ
ス
ク

の
分
散
を
図
り
、
近
隣
の
直
売
所
や
提
携
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
の
他
、
京
都
の
青
果
店
に
も
出
荷

す
る
。

　
冨
永
さ
ん
の
農
業
は
土
作
り
か
ら
始
ま
る
。

水
は
け
の
悪
い
圃
場
で
は
、
高
湿
度
に
強
い
セ

ス
バ
ニ
ア
や
乾
燥
に
強
い
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
な
ど

の
マ
メ
科
緑
肥

植
物
を
栽
培
す

る
。
マ
メ
科
植

物
は
太
め
の
直

根
が
ま
っ
す
ぐ

伸
び
る
特
性
が

あ
り
、
セ
ス
バ

ニ
ア
は
草
丈
に

比
例
し
て
直
根

も
伸
び
、
硬
盤

層
を
突
き
破
る

こ
と
か
ら
排
水
性
が
向
上
す
る
と
い
う
。
最
後

に
す
き
込
む
こ
と
で
、
有
機
質
を
還
元
し
肥
沃

な
土
に
な
る
。

　
他
に
も
、
知
人
や
本
な
ど
の
情
報
を
基
に
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
、
失
敗
と
成
功
を
繰
り

返
し
な
が
ら
循
環
型
農
業
を
目
指
す
。

　
冨
永
さ
ん
は
「
将
来
的
に
は
、
農
業
を
若
者

が
気
軽
に
参
入
で
き
る
産
業
に
し
た
い
」
と
意

欲
的
だ
。

ひ
よ
く

0809



家
畜
診
療
等
技
術
近
畿
地
区

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

お知らせ

1

お
知
ら
せ

NOSAI　
令
和
元
年
10
月
31
日
㈭
、家
畜
診
療
等
技
術
近
畿

地
区
発
表
会
を
滋
賀
県
農
業
共
済
組
合
本
所
で
開

催
し
ま
し
た
。こ
の
発
表
会
は
、産
業
動
物
に
お
け

る
各
種
疾
病
の
予
防
、診
断
、治
療
技
術
等
に
つ
い

て
症
例
及
び
研
究
発
表
を
行
い
、家
畜
共
済
関
係
獣

医
師
の
相
互
研
修
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。総
勢
35

名
が
出
席
し
、滋
賀
県
３
名
、京
都
府
１
名
、大
阪
府

１
名
、兵
庫
県
７
名
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
２
名
が
、令
和
２
年
２
月
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
全
国
研
究
集
会
に
近
畿
地
区
の
代
表
と

し
て
選
出
さ
れ
、滋
賀
県
の
清
水
智
大
獣
医
師
が
発

表
し
ま
し
た
。ま
た
、丸
尾
修
平
獣
医
師
の
論
文
が
、

技
術
誌「
家
畜
診
療
」に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

「
肥
育
牛
に
対
す
る
超
音
波
画
像
診
断
装
置
を
使
用
し

た
び
ん
つ
り
法
に
よ
る
第
四
胃
左
方
変
位
整
復
術
」

東
部
診
療
グ
ル
ー
プ
　
清
水
　
智
大

全
国
研
究
集
会

「
一
複
合
経
営
牧
場
に
お
け
る
搾
乳
牛
及
び
繁
殖
和
牛

の
出
生
子
牛
に
対
す
る
潜
在
性
貧
血
症
対
策
と
肺
炎

予
防
効
果
」
　
　西
部
診
療
グ
ル
ー
プ
　
丸
尾
　
修
平

技
術
誌
「
家
畜
診
療
」

麦
共
済

お知らせ

2
す
き
込
む
前
に
連
絡
を
！

　
自
然
災
害
に
よ
る
発
芽
不
良
や
生
育
不
良
に
よ

り
、や
む
を
得
ず
麦
ほ
場
の
一
部
ま
た
は
全
て
を
す

き
込
ま
れ
る
場
合
は
、必
ず
事
前
に
最
寄
り
の
支

所・出
張
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
適
正
な
損
害
評
価
を
実
施
す
る
た
め
、組
合
の
現

地
確
認
後
に
す
き
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

連
絡
な
く
す
き
込
ま
れ
た
場
合
は
、共
済
事
故
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

退
職
職
員（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
）

お知らせ

3
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

滋賀県警察からのお知らせ

本
所 

門
田
　
昌
敏

南
部
支
所 

田
中
　
幸
夫

東
部
支
所
甲
賀
出
張
所 

増
本
　
誠

北
部
支
所
湖
東
出
張
所 

酒
井
　
正
則

家
畜
診
療
所 

藤
森
　
芳
英

 

不審な電話を受けたら、滋賀県警察に相談（♯9110）を！

どの手口もはじまりは その
電話相手の
確認を！電話

キャッシュカードの交付・すり替える手口や
息子や警察官をかたる手口が多発しています

出典：人権啓発冊子「こころやわらかく」（改訂版）滋賀県総合企画部人権施策推進課
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この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合 〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページよりお願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167 0120-519-031

NOSAI　ノンちゃん

ホームページで
水稲・麦の生育情報を
掲載しております

2020  春号 Vol.28

ご連絡 · お問い合わせは下記電話番号へ
支 所 名

０１２０‒０３１‒３９３ ０７７‒５８２‒３００６
０７４０‒２２‒３９５１０１２０‒１３３‒９５１

南 部 支 所 大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市
高島市高島出張所

管 轄 地 域 電話番号フリーダイヤル

０１２０‒７３９‒０３１ ０７４８‒２０‒５２２５
０７４８‒６３‒１３３００１２０‒８６３‒０３１

東 部 支 所 近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町
湖南市、甲賀市甲賀出張所

０１２０‒５０９‒０３１ ０７４９‒７３‒４３２１
０７４９‒２８‒２７１１０１２０‒１６３‒０３１
０７７‒５２４‒４６８８０１２０‒５１９‒０３１

北 部 支 所 長浜市、米原市
彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町湖東出張所

本 　 　 所

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

ク イ ズＮ Ｏ S IA

応募締切り

5月20日水
令和2年

当日消印有効

正解者の中から抽選で３０名の方に記念品をプレゼントします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ 行

応募先

322名からご応募がありました。今回もご応募お待ちしております。

答えは 「ショーン」 でした。

前回
の

答え
米原市多和田にある「ENGLISH GARDEN ローザンベリー多
和田」では、2018年3月にイギリスのアニメ「ひつじの 」
をテーマにしたエリアができました。
の中に入る言葉は何でしょうか？

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

問
題

守山市洲本町にある、大きなメロンの看板が目印
の県下最大級規模の直売所は「ファーマーズ・
マーケット 」です。
の中に入る言葉は何でしょうか？

〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

切
手

オモテ ウラ

「滋賀県」からのお知らせ
滋賀県農政水産部農業経営課水田農業・作物振興係
（電話 077-528-3833　FAX 077-528-4882）

～農業情報の配信について～

●滋賀県では、「防災・犯罪等の情報をはじめとする滋賀の安全・安心のため
の情報やイベントの案内など」をご希望の方へ電子メールまたはLINEで配信しています。

●台風等の気象災害や、病害虫の発生が懸念される際に農業技術情報や農業に関するイベントの案内など農業者向
けの情報も配信しています。農業に関するタイムリーな情報収集手段の一つとして、是非ご利用ください。

●詳しいサービスの説明、ご利用上の注意および利用規約は下記の滋賀県ホームページをご覧ください。

滋賀県ホームページアドレス ▶ http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/ict/11688.html

農業情報を「しらしがLINE」で受信する場合
下記URLから「登録手続き（変更・解除）」に進み、画面の「友だち追加」から、もしくは、左
記QRコードから、「しらしが」を友だち追加してください。その後、LINEメッセージに受信設
定用のURLが届きますので、アクセスし、希望する情報を設定してください。農業情報を受
信する場合は、「お知らせ」を受信設定後、改めて登録変更画面から「お知らせ」の中の「農業
情報」を受信設定してください。
URL ▶ https://www.pref.shiga-info.jp/ShiraLineWeb/service/index


